
、

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
l
ヱ
ア
リ
ア
ル
シ



豊かで住みよい町づくりをめざし積極的な提言と意見交換

町政を身近かに

政懇談会を開催

町
で
は
、
新
年
度
予
算
編
成
期
を
控
え
た

一
月
二
十
日
か
ら
同
二
十
九
日

ま
で
五
日
間
、
町
長
を
は
じ
め
各
担
当
課
長
が
直
接
地
域
へ
出
か
け
、

各
地

域
内
要
望
意
見
を
聞
く
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
中
里
へ
き
地
保
健
福
祉
館
を
は
じ
め
に
町
民
セ
ン
タ
ま
で

十
一
会
場
で
行
わ
れ
、
百
八
十
五
名
門
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
は
、
一
地
区
=
一
時
間
程
で
、
最
初
に
平
成
四
年
度
事
業
向
実
施
状
況
、

平
成
五
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
道
事
業
及
び
町
内
主
要
な
事
業
計
画
や

状
況
の
説
明
が
町
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
域
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い
て

町
か
ら
回
答
さ
れ
、
引
き
続
き
、
出
席
さ
れ
た
会
場
の
み
な
さ
ん
か
ら
要
望

や
芯
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
五
年
に
新
た
に
百

七
十
二
件
の
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
町
政
懇
談
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
王
な
内
谷
と
町
の
答

弁
嬰
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド
と
歩
く

ス

キ

コ

ス

を

ダ

ム

一
周

コ

ス

に
設
出
願
い
た
い
。

答

ダ
ム
一
周
は
五
日
あ
る
。
ダ
ム

堤
に
つ
い
て
は
現
在
、
ダ
ム
管
理
所

と
利
用
に
つ
い
て
協
議
中
で
あ
る
。

ダ
ム
周
辺
整
備
と
逃
跡
的
森
梢
恕
も

あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
で
対
応
を
考
え

て
い
る
。

開

高
校
生
通
学
パ
ス
の
定
期
差
額

補
助
に
つ
い
て

答

差
額
補
助
に
つ
い
て
は
、
当
初

平
成
三
年
度
で
終
わ
る
予
定
で
あ

っ

た
が
、
協
議
会
の
な
か
で
平
成
五
年

度
ま
で
は
補
助
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

問

議
議
学
校
の
誘
致
に
つ
い
て• • 

業
の
な
か
で
対
応
で
き
な
い
か
。
)

答

原
則
と
し
て
は
地
域
の
み
な
さ

ま
で
行
っ
て
ほ
し

い
。
し
か
し
、
笑

体
は
と
い
う
と
そ
う
は
い
か
な
い
と

思
う
。
場
所
を
指
定
さ
え
で
き
れ
ば

失
業
対
策
卒
業
で
も
可
能
か
と
思
う
。

先
進
地
の
視
察
も
含
め
て
今
後
、
委

い員。
グ〉

み

な
さ
ま
と
勉
日虫
し
て
し、

き
た

問

光
大
橋
駐
車
場
に
ゴ
ミ
が
散
乱

し
て
い
る
の
で
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

答

国
道
や
道
道
内
駐
車
場
に
関
し

(建
設
場
所
、
規
絞
に
つ
い
て
)

答

平
成
五
年
二
月

一
日
に
道
教
委

の
参
事
の
来
町
に
よ
り
現
地
的
確
認

等
に
よ

っ
て
、
そ
の
後
建
設
場
所
に

つ
い
て
は
決
定
さ
れ
る
見
込
み
。
道

の
意
向
は
三
学
級
百
四
十
名
程
度
(
含

む
教
職
員
)
で
あ
る
が
、
町
と
し
て

は
五
学
級
二
百
四
十
名
程
度
を
要
望

し
て
い
る
。
建
設
に
つ
い
て
は
平
成

六
年
度
以
降
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

聞

神
丘
、
金
原
岡
へ
の
永
久
橋
町

設
置
を

答

集
落
と
集
落
を
結
ぶ
経
済
効
果

事
業
で
今
年
度
に
調
査
が
入
る
。
用

地
問
題
も
あ
る
の
で
、
地
域
内
皆
様

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

平成 4年度事業の状況珪び平成 5年度予定の主要な事業計画や状況を説明する村本町長

て
の
ゴ
ミ
箱
に
つ
い
て
は
現
在
、
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。
ゴ
ミ
箱
を
設
置

す
る
と
余
計
に
コ
ミ
が
投
棄
さ
れ
る

状
態
で
す
。
住
民
に
注
意
を
促
す
看

板
等
で
啓
発
し
た
い
。

閉

山

車
の
艶
備
に
つ
い
て

(山
車

も
相
当
い
た
ん
で
お
り
ふ
る
さ
と
創

生
資
金
で
対
応
で
き
な
い
か
。
)

答

ふ
る
さ
と
創
生
資
金
は
現
在
、

金
利
の
低
下
に
よ
り
、
平
成
五
年
度

に
つ
い
て
は
六
百
七
十
万
円
程
度
し

か
見
込
ま
れ
な
い

、
今
年
度
使
用
で

き
る
も
の
で
あ
れ
ば
六
年
度
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な
ど
を
活
用
し

て
整
備
し
た
い
。

問

学
校
五
日
制
に
伴
、
っ
、
青
少
年

対
策
、
自
治
会
へ
の
協
力
体
制
、
指

導
貝
の
育
成
対
策
に

つ
い
て

答

休
日
の
拡
大
、
休
日
の
促
進
と

し
て
子
供
会
、

P
T
A
等
で
対
策
を

検
討
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
休
日
は
子
供
を
家
胞
に
帰
す
こ

と
を
原
則
に
家
庭
内
ふ
れ
あ
い
の
場

づ
く
り
と
考
え
て
い
る
。
体
育
施
設

と
し
て
各
学
校
の
体
育
館
解
放
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問

公
営
住
宅
並
び
に
教
職
員
住
宅

の
建
設
に
つ
い
て

(極
川
地
区
)

答

南
団
地
の
立
替
え
が
終
了
後
、

間

総
合
公
園
に
つ
い
て

(車
両
の

通
行
と
管
理
械
の
利
用
法
)

答

車
両
に

つ
い
て
は
原
則
的
に
通

行
止
め
と
考
え
て
い
る
。
管
理
械
は

四
月
一

日
供
用
開
始
と
な
り
、
行
事

等
で
使
用
す
る
場
合
に
つ

い
て
は
申

爾
行
為
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

管
理
棟
に
も
管
理
人
を
お
き
た
い。

社
会
教
育
も
含
め
た
な
か
で
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い

る。

〕2
 

〔

問

物
産
館
に
つ
い
て
(利
用
目
的
)

答

事
業
と
し
て
は
オ
ラ
ン
ダ
通
り

の
管
理
棟
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で

あ
る
。
今
金
の
物
産
の
販
売
等
に
よ

っ
て
の
良
業
の
振
興
対
策
も
考
え
て

い
る
。

商
工
会
の
事
務
所
が
入
る
よ
、
フ
に

な
っ
た
経
緯
は
今
金
町
へ
の
大
型
庖

舗
の
進
出
も
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
商
工
業
内
振
興
を
図
る
た
め
に
、

商
工
業
、
観
光
の
拠
占
、
と
し
て
情
報

の
発
信
基
地
的
な
考
え
か
ら
、
ま
た

商
工
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
管
理

面
を
依
頼
す
る
の
も
含
め
た
中
で
検

討
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
地
域
内
方
々
が
気
軽
に
使
用
で
き

た
り
、
休
憩
で
き
た
り
す
る
施
設
に

な
れ
ば
と
考
、え
て
い
る
。

(ネ
ー
ミ

ン
グ
は
現
在
検
討
中
)

間

総
合
公
園
町
管
理
棟
に
鎚
の
官

を
響
か
せ
る
施
設
を

答

現
在
、
錨
は
二
つ
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、

二
つ
で
は
鐙
の
音
色
が
聞

こ
え
な

い
状
態
で
あ
る
。
メ
ロ
デ
ィ

に
な
る
に
は
最
低
五
個
か
ら
七
個

の
鎚
が
必
要
で
あ
る
。

約
束
し
て
い
た
事
で
も
あ
る
の
で

早
急
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

た
し
。

間

流
雪
構
に
つ
い
て

(本
格
的
な

利
用
、
管
理
と
な
る
と
空
き
家
や
無

人
建
物
の
前
は
ど
う
対
応
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
冬
期
間
の
失
業
対
策
事

• • 
老
人
福
祉
を
考
え
た
高
齢
者

住
宅
を
平
成
十

一
年
か
ら
十

三
年
度
ま
で
に
予
定
し
て
い

る
。
財
政
的
に
十
四
年
度
以

降
で
園
町
補
助
制
度
に
採
択

さ
れ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

「同¥区朝目〓別 道路 僑提側溝 排水 除雪等 防組等 河川 学校 ハス運行随間路標識‘ 消 防童館整備生活用水 観光 基 地 住 宅 駐車場
その地 計

閣 時間 係間保 開 帳 開 帳出師岡部 係閣係開帳閥 悟 関 係 開 帳 聞伍 聞係
罪科河 2 5 
花 石 8 3 3 I l 3 24 
中 里 3 7 
住 土周 5 5 2 I 19 
神 丘 5 l ] 8 
種 川 7 2 l 3 3 3 2 7 目
盟 回 2 6 9 
金 原 5 2 I 2 15 
g 進 2 I 2 12 
λ 車 2 8 
E官書聖 3 I 4 3 2 l 16 
市街地 l 2 2 2 9 16 

計 44 16 16 3 16 2 8 4 6 3 5 2 41 172 
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防
雪
柵
の
設
置
に
つ
い

同
司f
 

て答

防
雪
棚
の
設
置
に
つ
い

て
は
十
訂
当
た
り
六
十
万
円

か
ら
七
十
万
円
桂
度
の
金
額

が
か
か
る
。
年
間
二
十
ヶ
所

以
上
の
要
望
が
あ
り
、
除
雪

の
担
当
者
と
充
分
協
議
し
優

先
順
位
を
つ
け
て
い
る
。
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

地区別要望内訳ー貰

問

ス
ク
ル
パ
ス
の
停
留

所
内
設
置
、
運
行
時
間
に
つ

い
て

答

中

学
校
の
始
業
時
間
に

併
せ
て
運
行
し
て
い
る
。
停

留
所
に
つ
い
て
は
全
町
的
に

み
て
子
供
の
配
置
を
み
な
が

ら
決
め
て
い
る
。
実
態
に
即

す
る
よ
う
に
見
直
し
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。



米等の自給確立Ulf宣言

本町農業は、新鮮な股産物を供給するとともに、緑多い

盟かな町づくりを進める上でも、大切な役割を担っていま

す。

しかし、近年、米等の市場解放、輸入自由化の圧力が強

くなってきたこと、 IZ業を取り巻〈情勢は厳しいものとな

っております。

米等の主要な炭産物は、自国において自給すべきもので

あり、農業基盤を破壊することは、地域を崩壊させ、過疎

を進行きせます。

ここに米等主嬰l出産物の自給碓立のまち今金町を宣言す

る。

今金"'J民スキー大会
果敢に技とスピードを競う

第30回今金町民スキ 大会が 1月31日(日)、冬季

道民スポーツ袷山大会予選会を兼ねてピリカスキー場

て~f#J催さ れました。

大会では小学生から 般まてぜ参加Lた79名の選手が

各旗門を鮮やかなス} ンクワ クで滑り、大会役員や

家族の声援を受けながら Aコ スでタイムを競いあっ

ていました。

第30回

ペガサスの翼結図式

並びI~
国際爽流フォーラム開催

平成4年度 ぺカ'サスの 翼団時立;/A.フォーラム

L>、
五E義町今金

平成 5年 l月18日
"仁......Jt-;J.，... 

4・• 

派遣者を代表して宣誓する岩佐団長

ペ
ガ
サ
ス
の
翼

結
団
式
並
び
に
国

際
交
流
フ
ォ
ラ

ム
が
二
月
九
日
、

関
係
者
多
数
出
席

の
も
と
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

結
図
式
で
は
、

出
発
を
一
週
間
後

に
投
、
え
た
十
名
門

団
貝

一
人
ひ
と
り

が
決
意
表
明
を
し
、

こ
れ
ま
で
八
回
の

研
修
を
重
ね
て
練

習
し
た
英
語
に
よ

る
自
己
紹
介
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。

村
本
町
長
か
ら
「
言
葉
生
活
習

慣
の
違
い
で
苦
労
す
る
と
思
う
が
、

こ
れ
を
機
会
に
多
く
の
勉
強
を
し
て

国
際
交
流
の
分
野
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
。
し
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

団
貝

一
行
は
二
月
十
六
日
か
ら
二

十
三
日
ま
で
の
八
日
間
の
研
修
日
程

で
ニ
ュ
ジ
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ

ー
チ
市
パ

l
ン
サ

イ
ド
中
学
及
び
高
校
を
表
敬
訪
問
、

三
日
閉
め
ホ
ム
ス
テ
ィ
も
予
定
き

れ
て
い
ま
す
。
視
察
研
修
の
成
果
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

生(極)IJ)

也 (神丘)

幸(八束)

潤(今金)

恵(今金)

実(今金)

香(神丘)

昭典(今金)

麻里子(今金)

亨(今金)

久美子(今金)

俊昭 (今金)

真梨子(今金)

将 (今金)

子(今金)

明 (北高)

のり子(北高)

哲也

喜恵子

佐々木

山崎

ニヒ 岡

田中

河村

河村

鈴木

佐々木

六鉛

回中

鷲野

六鎗

山 山l:ii
鷲野

佐藤

鈴木

金沢
山口

八重樫

書
直主]

量
匡ヨヨ

霊
l-tc'f-I 
直亘

書
直E

瞳
匡主]

米・農畜産物内市場解放がなされた場合、穀物自給率30

%を切るといった先進国中最低の自給ヰである日本の食槌

基地北海道は破壊的な打撃を受ける こと になるでLょう。

IJ2業が基幹産業である今金町の米牒畜産物が危機に瀕

している現状を訴え、食糧基地農村地帯である本町を守

る立場から 1月18日、町議会臨時会で宣言決議を全会一致

で議決したものです。

イj~~

芳

く大回転〉

小学 1年

小学 2年

小学 3年

小学 4年

小学 5年

氏名 n 動 2事 先 所 属 等

岩佐殺人 42 布村測量設計l'務所 今金町狩場太政保存会

佐藤修} 39 佐蕗」、とん高 今金町商工会背年部副院頃

水本俊光 36 4-t:lff農業協同組J 今金町軟式テスー連盟

初回 忍"蝦名 R寄宿 今金町商1会W"-宇都

成田正春 27 農 ;; 今金町背1年間体直結晶議会会長

佐捜 査; 20 今金郵使 r，j 今金町パ'"γトボール、パレーポール7ラプ

五i風伝子 36 主描 (71)-j'-) 今金町農協婦人部話要会金原支凱

ホa 睦 30 主婦(l! 業} 今金町農協紛入部若饗会部長

i土井敏江 21 今金町給食セン7 今金町古年団体j隻給路策会

同事代子 " 
ワiレ^ 7ェ- Aテサロンセ7ィーユ 今金町ペガサスの，RNZ友抑協会

ペガサスの翼派遣者

ま
た
、
ペ
ガ
サ
ス
の
興
事
業
を
過

し
た
今
金
町
の
国
際
交
流
の
推
進
を

考
え
る
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

四
名
の
パ
ネ
ラ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
の
課
題
と
し
て
中
学
生
派
遣
問

題
が
問
題
町
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
塚
教
育
長

の
全
体
論
評
と
い
う
形
で
閉
会
し
ま

し
た
が
各
出
席
者
の
国
際
交
流
の
重

要
性
、
そ
し
て
問
題
占
な
ど
の
理
解

が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 小学 6年

〕4
 

〔

一般の確定申告者

納税相談

を受けております

一二
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
隊
定
申

告
者
納
税
相
談
を
役
場
三
階
で
受
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
い
た
だ
く
主
な
も
の

O
源
泉
徴
収
票

。
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
の
支

払
い
司
明
書

。
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の
支

払
額
の
わ
か
る
住
類

。
医
療
賀
を
証
明
で
き
る
書
類

。
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
苦
類

。
印
鑑

中学 1年

骨量

農業所得申告相談をする農業経営者

登

中学 2年

高校生• • 
平
成
五
年
度
ふ
る
さ
ど
創
生
事
業
は

ペ
ガ
サ
ス
の
翼
、
文
七
講
演
会
事
業

今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
委
貝

会
(
会
長
山
北
幸
好
)
で
は
、
平
成

四
年
度
に
要
望
が
あ
っ
た

「ふ
る
さ

と
創
生
事
業
」
の
中
か
ら
、
次
の
六

事
業
を
適
当
事
業
と
し
て
決
的
、
町

か
ら
各
事
業
、
」
と
に
補
助
金
が
交
付

(
予
定
)
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た

同
委
貝
会
に
お
い
て
、
昨
年
十
二
月

末
ま
で
に
要
望
の
あ
っ
た
平
成
五
年

度
内
適
当
事
業
と
し
て
、
次
の
二
事

業
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成 4年度

事 業名 事業 n補助申鋭敏 築地主体 参加入貝 予定期間 鏑 要

背中国少保年遺交事流業 1.9眠 2円;0 1，264，ωF。1 今少金年町団本ス部ポーツ 閉指導口者42名名 平成平4年4年7月2月7日 事業完了
ー成 8117日

ペガサスの翼事章 5.2仙 4醐 3.蜘 ，剛 今豆町青年会議 背年婦1人0名 平~成平成4年5年4月3月l3日1日 平~成4成5年532字月21月32下日3定日

館ス調~ソ徒ニ研ア修ン事博業物 3.0日 l訓) 1訓曲。 調1FJZ利E阿研梅究会午il:U 全日12名 平-成平成4f5F年9月92月32H0日 ~I\.$i完了

文開化催錆事演業会 1.629.4伺 1.6:却.400今金町 平~成平成4年5年4月3月I3E1日 平Z'Ft成IJMf百4ス'f.ポニl3ーι川Hル氏19牧0日N 氏

dスbポるさツと必交れ流あ事業い 1.2曲刷 1.084.醐 今金町 平-成平成S年5年1月3月I3E1日 平成5年2!月祖21E8日
下定

4年金記古念ま特つ別リ事】O周業 2耐旭国同 1.5伺削同 今金町観光易会 平成平成4年54月18 平~E平Z成5年5年2間月21H憧21予日5定日
~年3月31日

合計 (6(J~集) 15.070，800 10.878.刷抽

〕5
 

〔

6.735千円

事 業名 事集 n補助申簡甑 実雄主体 f加入貝 予定 m閥 嫡 要

ペガサスの翼事業 5.2帥.醐 3刑 .醐 今金町青年会議 育年婦人目名 平~成平成445F年4月3月13日1日

文開化催説事演 会業 1臼抽醐 1.5網棚円 今金町 平~成平成4年5年4H3月13日18 

合計何事業) 6，7肌醐 5.4臥醐

今金町ふるさと創生事業実績
事業子sr 10，878千円

今金町ふるさと創生事業実績
事業予算

平成 5年度
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-?とぞ十. ~ _ ..T ~国直也4畠与語可忌~掛".- ..:. .. 晶ι
ム大小39基の雪像ガ訪れた人の目を楽しませてくれました

大
小
三
十
九
基
の
雪
像
が
勢
ぞ
さ
い
刀

.もr-:";:，¥.~~-~ 注ぜr も匂記
F ‘， 

61 パTツフア口一〔在省主クル プ〕

ムドナルドタック〈金原連合自治会〉勺与でご竺声

ム小学生によるジャンボ
縞投げ大会

今
年
で
第
十
回
目
を
迎
え
た
今
金

智
ま
つ
り
が

「夢
広
が
る
子
ど
も
ラ

ン
ド
」
を
テ
!
?
に
、
ふ
れ
あ
い
広

場
で
二
月
十
三
、

十
四
の
二
日
間
、

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
年
よ
り
に
開
催
さ
れ
た
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
ス
キ
l
エ
ア
リ
ア
ル
シ

ョ

ー
を
は
じ
め
ア
ン
パ
ン
7

ン
ン
ョ

l
、

• • 

狩
場
太
鼓
、
花
火
と
ス
カ
イ
ト
ラ
y

カ

、

ゲ

l
ム
な
ど
、

多
彩
な
行
事

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
町
内
は
も
と
よ
り
、

近
隣
町
村
か
ら
も
大
勢
丹
見
物
人
が

訪
れ
、
夜
遅
く
ま
で
賑
わ

っ
て
い
ま

し
た
。

ム考える人(今金青色申告会〉

ランドグ

， 

子ども夢広がQ

a 

• • 
ム舎金水~~(函館開発建設部今金河川美利河ダムJV)

i責鈴2誹伊耐雪幣貯明併伊Z戸z
伊叫困4E胆曹酬掃酬1二e~宗

(
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ

一ン〉

伴
常
盤
観
光
協
会
長

b
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
す
る

戸
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョー

b
子
供
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た

ムピ=ールハウスの食堂は、いつも満員の盛:冗でした

ム雪まつり会場に露天風呂ガ?
〔ドヲム力ンで温泉巳入ろう会、北海道電力制作〉

( 7 ) 
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操
縦
資
格

取
得
に
挑
戦
グ

⑨ 
⑥ 
⑧ 

速な合 の の は 水 rn、i よ 美でス ( 縦 11町力
さりわすでわで 、が 朝 ¥V-'Jり 今 枝 迫 力 鈴 こ 資 内 の燥
がませる 、たす主主 氷、 ¥---./ 従金 J 内イ岡町格の大業
合し太と衣し 。 凹に学 ~\ 来町 ) でテ ) グ取若傾向
わた鼓あ袋町 小 な校 1.-¥ のにも担fJ ''/を yレ得手な生
な 。」 つの 出 学 つ へ 111、l 共お含めク自 iに 十 削 産
くわをと占番 校てい ¥，.Ao‘/ 同いまてス治→。挑名減コ
なたひい 検 は のいく ¥---' 防てれのク会' 戦 がに

-- はるしろっを、 学まと ~\ 除もて女 | 長→干し無役 ト
とはう 防] し最 留 L 7K (.I.I!!ヨ¥ を高い性ノレと一一て人立の
大 、すにま後 発たた l品扇言j 行齢ま ( のす全いへて改
変太る 寸 しの 表 。 ま \，~日/ う化す樋皆る 品 ま リ よ普
と鼓番ぷた方 会今 り ¥-..-/ こ 等 。口さ今 夫 すのうと
思のにち 。な な日の とに 主平ん金 ん色 。操と労

学
習
発
表
会
が

終
わ
っ
て

豊
田
小
六
年

庫
フE

真
由
さん

• • 

こ
ん
と
は
、
衣
装
か
ら
自
分
の
服
に

て
も
、
自
分
自
身
な

っ
と
く
の
で
き

着
替
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

る
学
習
発
表
会
が
成
功
だ
と
思
い
ま

わ
た
し
の
目
標
は
、
う

ら

か

た

さ

す

。

ん
に
感
謝
し
て

一
生

懸

命

楽

器

演

奏

校

長

先

生

が

、
わ
た
し
た
ち
に
下

を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
目
標
は
、
あ

さ

っ
た
手
紙
よ
り
は
、
劣
っ
て
い
た

ま
り
ま
も
れ
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
み
ん
な

楽
器
協
奏
は
、
成

功

し

た

と

思

い

は

、
結
果
も
大
切
だ
け
と
そ
の
結
果

ま
す
。
で
も
、
う
ら
か
た
さ
ん
に
感
を
出
す
ま
で
の
練
習
の
方
が
大
切
だ

謝
す
る
と
い
う
事
は
、
口
で

い
っ
て

と

思

い

ま

し

た

。

も
笑
際
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
鬼
能
太
鼓
の
と
き
は
、
カ

わ
た
し
は
、
そ
の
感
謝

の

し

か

た

づ

よ

く

た

た
く
と
い
う
こ
と
を
、
心

は
、
学
習
発
表
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
の
そ
こ
に
お
い
て
お
き
ま
し
た
。

と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
で
も
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な

で
も
、
見
て
い
る
人
が
と
う
感
じ
大
き
な
音
が
で
ま
し
た
。
も
う
少
し

②
:
f
f
i
f
-
-
s
i
l
i
-
-
;
;
;
t
f
;
f
;
4
・1
f
?
;
!
i
u

h

1
」

委
譲
さ
れ
ま
し
た
。

h

一

ゆ

と

り

を

一
唯

一

寸現
在
、
府
作

・
畑
作

・
旦
牛
肉

…

・

1

・

…

持

っ

た

一
昨

一

複
合
経
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
水
田
一

三
和

一

と

黒

牛
を
も
う
少
し
増
や
し
た
い
。

…

行

動

を

し

た

い

唾

と

抱
負
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

…

家
庭
に
お
い
て
は
、
自
ら
を
マ
イ

…

〈

八

東

宮

町

下

中

野

公

郎

会
ゐ

ホ
l
ム
パ
パ
と
称
し
「
出
来
る
だ
け

…

聞

昭
和
五
十
年
に
高
校
卒
業
と
同
時
長
〈
子
供
と
接
し
た
い
。
生
活
面

・
…

華

民

業

に

従

事
、
平
成
二
年
に
経
営
仕
事
に
お
い
て
も
ゆ
と
り
を
持

っ
て
一

負

1
H

行
動
し
た
い
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
一

抱

・

し
た
。

一

に

h-mwri--
中
野
さ
ん
は
現
在
、
青
年
l

会
談
会
一

u

h『
景

J
MAd

長
、
結
婚
相
談
員
な
ど
の
公
職
に
つ

…

3
・

司

-
1

一
ト
ョ

】

』臨

い
て
い

ま
す
。

川

駅

，

仁

γ
Ih

現
在

三

人
起

き

ん
に
恵
ま
れ
…

年

』

同

川

四

川

岨

.

て
い
ま
す
が
、
男
の
子
が
ほ
し
い
と
一

叶

H
HH
H
H
H
H
H
a・

い
う
希
望
も
あ
る
よ
う
で
す
。

由

-

I
l
l
i
--
l
i
li
-
-h
E
E

U
 

j
i
j
i
j
j
i
 

が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
と

無
人
へ
リ
で
の
散
布
は
小
回
り
が
き

き、

地
上
三
幻

の
低
空
飛
行
が
可
能

な
た
め
飛
散
も
少
な
く
防
除
効
来
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
一月
二
日
の
入
校
式
以
来
、
練
習

機
を
使
つ
て
の
空
中
静
止
や
方
向
転

固
な
ど
の
採
作
方
法
や
資
格
取
得
に

向
け
た
知
識
を
学
ん
で
い
ま
す
が

考
え
て
い
た
よ
り
難
し
い
そ
う
で
す
。

全
貝
の
資
格
取
得
を
祈
り
ま
す
。

っ
て
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
少
し
合
わ

な
く
て
、
み
ん
な
の

昔
を
も

っ
と
聞

か
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
練
習
し
た
ら
、
き
ち
ん

と
合

っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
変
だ

っ
た
所
は
、
げ
き
の
こ
ま

く
か
ら
一二
ま
く
に
移
る
衣
装
で
す
。

す
ぐ
出
番
な
の
で
衣
装
を
早
く
脱
い

で
早
く
着
る
こ
と
で
す
。
ほ
っ
と
息

を
つ
く
ひ
ま
も
な
く
楽
器
泌
奏
で
す
。

速
い
お
そ
い
を
は

っ
き
り
し
た
方
が
、

良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

遊
戯
で
は
、
み
ん
な
衣
装
を
活
て

は
り
き

っ
て
や

っ
て
い
ま
し
た
。
練

習
の
時
は
、
み
ん
な
ふ
ざ
け
た
り
、

士山
而
自
に
は
や
ら
な
か

っ
た
人
も
い

た
め
に
、
衣
装
を
き
る
と
み
ん
な
笑

顔
で
お
ど

っ
て
い

ま
し
た
。
後
で
み

ん
な
の
か
た
か
ら
力
が
、
ど
ど

っ
と

ぬ
け
た
様
で
し
た
。

一
番
最
後
は
、
児
童
会
の
あ

い
さ

つ
で
す
。

そ
う
練
習
の
時
に
は
、
ま
だ
あ
い

さ
つ
を
考
え
て
な
か

っ
た
か
ら
、
急

い
で
書
い
て
党
え
た
の
で
、
け

つ
こ

う
ま
ち
が

っ
て
い
る
所
も
あ

っ
た
と

思
い
ま
す
。

来
年
は
見
る
人
の
方
に
な

っ
て
応

え
ん
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

帰
る
こ
ろ
に
は
、
水
た
ま
り
の
氷

は
、
水
と
な

っ
て
す
が
た
を
か
え
て

い
ま
し
た
。

a-，a‘s，.，
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J
vl
i
t

ヤ
ナ
ギ
と
い
っ
と
、
「
柳
腰
」
と

一

F

』
お
占
開
明
細
趨

か

「
柳
に
風
と
受
け
流
す
」
な
ど

F

F

恥
わ
川
リ
μ駐
車

の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
枝
の
愛

一

一

1

1;
!

れ
下
が
っ
た
木
を
連
想
し
ま
す
が
、

一

』

早
春
の
ま
た
川
風
も
冷
た
い
時
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
よ
う
に
下
垂
し
な

一

一

期
、
川
べ
り
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
か
い
の
も
ヤ
ナ
ギ
科
の
仲
間
で
す
。

一

一

れ
ん
な
花
を
つ
け
て
い
る
の
を
見
中
国
で
は
下
垂
す
る
も
の
を
「柳
へ

一

一

つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ネ

コ

ぞ

れ

以

外

を

「楊
」
と
区
別
し
て

一

回

ヤ
ナ
ギ
は
、
春
に
葉
が
出
る
前
に
い
ま
す
。

一

一

花
を
つ
け
ま
す
。
都
会
生
活
の
中
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
は
四
季

一

一

で
は
、
こ
う
し
た
風
情
に
春
を
感
お
り
お
り
の
区
別
が
は
っ
き
り
し

一

一

じ
る
機
会
も
少
な
く
な
り
ま

.

.

.

 て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節

一

目

し
た
。

栓
圃
・
・
の
風
情
が
楽
し
め
る
の
で
幸

一

一

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
花
は
、
ネ
』
・
・
・
せ
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
、

一

一

コ
の
尾
に
似
た
銀
色
の
花
が
箇
圃
・
地
球
環
境
の
変
化
で
異
常
気

一

白

美
し
い
の
で
、
花
材
と
し
て
叫
幽
・
・
・
象
が
起
こ

っ
て
い
る
よ
う
で

一

・

も
喜
ば
れ
、
花
屋
さ
ん
の
広

EE--ち
ょ

っ
と
気
が
か
り
で
す
。

一

風

先
で
も
見
か
け
ま
す
。
ネ
コ
命
誕
圃
圃
圃
三
月
二
十
三
日
は
、
「
世
界

一

一

の

尾

の

よ

う

な

形

の

花

は

花

田

・

気

象

デ

」で
す
。
気
象
観
測

一

一

穂
で
、
た
く
さ
ん
の
花
が
そ
こ
に
に
不
可
欠
な
国
際
協
力
に
、
も
っ

一

一

群
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
木
と
関
心
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

一

一

は
峰
雄
別
株
で
、
雄
花
に
は
お
し

一

山

べ
た
け
、
雌
花
に
は
め
し

べ
だ
け

Y
Y
L

一

一

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

島

-r-
rドル円、炉、

一

J

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
、
ま
た
の
名
を

1

十
指

.4
一

ト

エ
ノ
コ
ロ
ヤ
ナ
ギ
と
か
力
ワ
ヤ
ナ

，

て

ハ

一

:

と
も
い
い
、
主
と
し
て
北
半
球

t
f
J
W
P
J
一

一

の
温
帯
か
ら
喜
問
、
帯
ま
で
広
く
分

p
h
γ
1
h
併

h
M
4
一

一
布
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
の
、

1
4内
川

4
ヲ

ν九
宅

一

・

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
見
る
こ
と
が

j

e

J

一

一

で
き
ま
す
。

、

一

F'
1
1
!
'
!
!
!
!
!
!
!
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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援
知
一ら
一ぜ
ナ

臨
時
事
務
員
を
募
集

町
で
は
、
四
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時
事
務
貝
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。希

望
者
は
、
履
歴
書
を
来
る
一二
月

十
五
日
ま
で
に
、
総
務
諜
総
務
係
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。ロ

】
一】
守
口

一
、
募
集
予
定

人

員

八

名

年
齢
十
八
歳
以
上
の
女
子

〈
総
務
謀
総
務
係
〉

平成 5年度の国民年金保険料は、

検診を受けて明るい健康づくり

3月みんな
月額10，500円です。

(付加加入者の保険料は、
月10，900円です。

今
金
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
臨
時
調
理
員
を

募

集

し

ま

す

学
校
給
食
セ
ン
タ

で
は
臨
時
調

理
貝
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

戸
い

年
齢
、
四
十
五
歳
ま

応
募
資
格

で
の
女
性

.
勤
務
場
所

ン
タ
|

業
務
内
容
学
校
給
食
調
理
業
務

e

賃
金

一
目
、
四
千
七
百
八
十
円

(週
二
日
程
度
出
動
)

提
出
書
類

隠

歴

也
、
健
康
診
断

書
各

一
通

・
申
込
み
先
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
持
参
拠
出

2
2

0
9
2
0

・
提
出
期
限
平
成
五
年
=
一
月
二
十

日
ま
で

・
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
面
談

の
う
え
説
明
し
ま
す
。

〕日1
 

〔

社会福祉協議会だより
5 2. 10 

※光の里学園、豊寿園、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

く長野県〉 〈北槍山町〉

士ロ 田 手口 男 米 谷 久丹子

く札 幌 市〉 西 野 キ ク

高 松 江 島 信

宮 崎 男 〈今金町〉

片 岡 洋 大 倉 啓太郎

〈函館市〉 今金オ 卜株式会社

函館はいや建築設計事務所 今金日石株式会社

岸 波 金 弥 大E琴琴 鈴 会

浜 西 信 義 演 プE 久

西 野 理亜子 同多国鉄工設備

日本たばこ産業 金原 豊田老人クラブ

〈八 雲 町〉 犬 士ま マサヲ

及 I11 留 士ロ 干江日 田 林

近 藤 博 {車 犬 士軍 アサ子

く長万部町〉 杉 山 青 果

金 沢 留三郎 t軍 本 4副4知、 イ"ー了

高 橋 ノ、 jレ 岩 佐 義 人

〈江差町〉 雪まつり実行委員会

野 崎 ツ ル エ 曽我井 正 道

〈乙部町〉 鈴 木 心申、

山 自奇 卜 メ 杉 林 栄 子

lロh 坂 正 鶴 野 宮 印 刷

〈大成町〉 村 上 源太 郎

大 野 敏 巳 伊 東 フ ミ エ

高 橋 歌 子 星 祥 子

〈瀬 棚町〉 尾 売予 哲 夫

t田 I11 幸 治

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

一二
、
相
談
貝

函

館
社
会
保
険
事
務

所
職
貝

一
名

{
町
民
福
祉
諜
年
金
係
〉

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
今

一
度
、
納
付
容

を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
年
金
が
う
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

{
町
民
福
祉
誹
年
金
係
}

項 目 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

l日開)

8日伺)
老人福祉

① 般 相 談 全 住 民 15日伺) 10: 00-15: 00 全 地区 保健指導、健康相談
センタ

22日開)

29日伺)

生後 受付時間 町 民
② 手L 児 相 談 4日開 " 保健指導、健康相談

6、 9ヶ月児 9 : 30-10 : 00 センタ

生後 l歳 受付時間 尿検査、医師診察、フッソ
③ l歳 6ヶ月児健診 4日開 " " 7、 Bヶ月児 12: 30-13 : 00 塗布、歯科指導、保健指導

受付時間
④ 育 児 講 座 生 後 3ヶ月児 18日開 " " 保健脂導、健康相談

日 30-10:00 

生 後 4、 7、 受付時間 身体計側、医師診察、歯科
⑤ 手L 児 健 三民人P 18日同 " " 

10、 12ヶ月児 12: 3日-13:00 指導、栄養指導、保健指導

生 後 2ヶ月と メ寸益、 金
@ 股 I見 健 至~ト 22日伺) 13: 00-14 : 00 " 股関節X線撮影

25日以上の幼児 保 健 所

(町民福祉課衛生係 国保係)

今
金
町
学
校
給
食
セ

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

ー お の
気日年

午と 軽程金
前 に で に
十き ごお関
時 利受す
i 三日 用ける
午月山しい質

後 十 てた間
三 七 くしゃ
H寺日 アごまヰ目
ま ( さ す 談
で水 いのを

) 。で 次• • 

電
波
利
用
料

制
度
の

施
行
に
つ
い
て

今
後
円
円
滑
な
電
波
利
用
を
確
保

し
、
無
線
局
共
同
の
利
設
を
確
保
し

て
い
く
上
で
必
要
な
行
政
経
費
を
、

費
用
負
担
の
公
平
化
を
図
る
観
占
、か

ら
、
そ
の
受
益
者
で
あ
る
無
線
局
の

免
前
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
に
対
し

一
定
的
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
、
平
成
五
年
四
月

一
日
か
ら
適
用

に
な
り
ま
す
。

徴
収
対
象
は
無
線
局
の
免
許
を
受

け
た
方
で
、
電
波
利
用
料
の
綴
は
次

の
と
お
り
で
す
。• • 

あなたの寿命はいくつ?

日
本
人
的
寿
命
が
ま
た
延
び
た
と

昨
年
の
七
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

男
性
初

・
口
歳
女
性

m
u歳
。

こ
の
平
均
寿
命

E
は
平
成
三
年
に
生

ま
れ
た
子
の
平
均
余
命
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
は
四
十
歳
、

五
十
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
の
余
命
は
ど
う
な
る
の

か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
均

寿
命
よ
り
長
生
き
が
約
束
さ
れ
て
い

ま
す
。

(
別
表
に
よ
る
)

さ
て
、

一
方
今
金
町
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
ワ
残
念
な
が
ら
今
金
町
に

お
い
て
の
余
命
は
釘
出
き
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、

参
考
に
砂
い
く
つ
ま
で
生

き
ら
れ
た
か
。
死
亡
時
の
平
均
年
齢

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
四
年
で
は
六
十
九
名
死
亡
、

平
均
死
亡
年
齢
は

η

7
歳
、
男
性

向

5
歳
、
女
性
問

7
歳
と
な

っ

て
い
ま
す
。

男
性
と
女
性
で
は
五
歳
の
差
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
差
の
一
つ
の
原
因
に

庁
、
ノ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
年
か
ら
平
成
四
年
内
=
一年

間
で
は
、
男
性
の
ガ
ン
死
亡
は
死
因

の
三
十
六
%
、
女
性
で
は
二
十
二
%

を
占
め
ま
す
。

ガ
ン
内
部
位
別
で
多
い
順
に
肺
ガ

ン

胃

ガ

ン
。
附
肝
臓
ガ
ン
胞
の
う

代 表的な無線局の例 年間利用料額(円)

-ノマ ソナノレ無線局 600 

船舶に開設する無線局

-運送業者、 タクン 会社など

が自動車に開設する無線局

ー運送業者、タ クシ 会社など 12，100 

が社屋に開設する無線局

-ア7 チュア無線局 500 

-固定局 20，200 

こ
の
四
つ
は
男
性
が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
肺
ガ
ン
同
庁
ン
は
検

診
で
早
い
う
ち
に
見
つ
け
ら
れ
る
ガ

ン
で
す
が
、
男
性
的
検
診
受
診
率
は

三
割
程
度
で
す
。

庁
ン
が
死
因
の
方
々
は
、
町
で
町

カ
ン
検
診
を
受
け
て
い
な
い
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
と
て
も
残
念
な

こ
と
で
す
。
庁
ン
に
か
か
り
ゃ
す
い

男
性
が
検
診
に
は
消
極
的
。
こ
町
、、

と
が
ガ
ン
死
因
に
反
映
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

症
状
が
な
い
か
ら
ど
こ
も
何
と

も
な
い
と
い
う
人
は
今
が
検
診
の
受

け
時
で
す
。

こ
れ
か
ら
ず

っ
と
つ
き
あ
う
大
事

な
体
で
す
。
も
う
少
し
自
分
を
大
事

に
し
ま
せ
ん
か
?

年
に

一
度
の
検
診
を
心
が
け
る
こ

と
で
快
適
に
健
や
か
に
長
生
き
し
ま

せ
ん
か
。

ガ
ン
と
な
り
、

主 な年齢の平均余命

男 女

30歳 77.29 82 92 

40歳 77.70 83.18 

50歳 78.51 83.68 

60歳 80.10 84.57 

70歳 82.76 86.03 

〕-1
 

〔



害fF蜘乎命日露
1志木寸 声F、

O 
3月の休日当番医

E②0057 

包②0324

包②0221

2④5321 

岩間医院 (今金)

北檎山町国保槻院(北格山)

金)

金)

富田医院(今

今金町国保病院(今

橋崎病院(証明

7日

14日

20日

21日
4 

包⑦3021棚28日

智聡さん(昭和町)

井

町
日

幡

春

八
男

女
2

長

ん

ん

さ

き目
白民

f
G

幹
一
フ

う

(

(

と

日

日

時

h

A
V
n
u

寸

1

3

め

月

月

お

1

1

‘っよ

ち
な
色
、

じ

な
怖
ぇ
絵

ん

山啓

e
希

た

ゆ由

お

木

川

内凶

鈴

早

ややや 住民の動態 令や令

ム
ロ主t

(前月対比)

( -18) 

(- 6) 

( -12) 

(- 4) 

70歳

博さん(八鈴)二神田

中塚ミトリさん

l月末現在

3，918人

2，473世帯

固いつ までもおしあわせに

~おくやみもうしあげます

7，592人

3，674人

1月26日

世帯数

人 口

男

女

~4中塚

中花石

美利河

本 町

中種川

末広町

英利河

89歳

91歳

85歳

86歳

80歳

1月27日

1月29日

2月 5日

2月10日

47歳2月12日

2月15日

川口 美きさん

角治さん

準市さん

栄子さん

スエペ

宗像トメヱさん

i!i:ifif 

原口

八幡

jfl内

• 
発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
耐
②

oat-
T番

• 

金
原
自
治
会
カ
ル
タ
大
会

〕2
 

1
 

〔

地
域
の
き
ず
な

深
め
あ
う

金
原
連
合
自
治
会
の
カ
ル
タ
大
会

が
一
月
三
十
一
日
、
鈴
金
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
カ
ル
タ
大
会
は
十

一
回
目
と

な
る
恒
例
行
事
で
単
位
自
治
会
ご
と

に
つ
く
る
十
七
チ
ム
が
参
加
し
て

熱
戦
が
展
開
き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
昼
食
に

は
婦
人
会
が
用
意
し
た
ソ
パ
、
う
ど

ん
、
カ
レ
ラ
イ
ス
な
ど
の
バ
ザ
ー

が
行
わ
れ
、
約
百
五
十
名
の
地
域
内

方
々
が
参
加
し
、
農
閑
期
の
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
を
過
し
て
地
域
の
き
ず

な
を
深
め
あ
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

編
一集
一後
一記

今
年
の
雪
ま
つ
り
、
皆
さ
ん
は
こ

覧
に
な
り
ま
し
た
か
?

本
年
は
今
金
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
て
十
回
目
と
い
う
こ
と
で
た
く
さ

ん
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
い
中
、
朝
か
ら
晩
ま
で
遊
よ
子

供
の
元
気
き
に
は
驚
き
で
す
。

(
寒
さ
に
弱
い
広
報
係
)

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


